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Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ 日本語解説書 
 
 
 このたびは、汎用ＣＯＭリダイレクタソフトウェア 「Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 
 本製品をご活用いただくために、本マニュアルをよくお読み下さい。 
 今後とも、弊社製品をご愛顧賜りますようよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 本製品に含まれるソフトウェアの著作権は、Ｔａｃｔｉｃａｌ Ｓｏｆｔｗａｒｅ社が保有しています。 
★本製品に含まれる日本語電子文書の著作権は株式会社アルファプロジェクトが保有しています。 

  無断で転載または複製することは堅くお断りいたします。 
 ★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。 

 

 ☆本書内で使用されている社名、製品名は各社の商標です。 

☆ マニュアルの閲覧には、Adobe 社の Acrobat Reader®が必要です。 

 

 

   本書について 

 

     本書は、Tactical software 社の Serial/IP について、（株）アルファプロジェクトで独自に作成された日本語解説書 

     です。 

 

 

 
・Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ディスク   ×１枚 
・ソフトウェア製品 使用ライセンス  ×１通 

梱包内容をご確認ください 
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１．概 要 
 

１．１ 概 要 
 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰは、ネットワーク上のＴＣＰ/ＩＰポートを仮想ＣＯＭポートに接続する、汎用ＣＯＭリダイレクタ 

ソフトウェアです。Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰを使用すれば、ＴＣＰ/ＩＰポートを通常のＣＯＭポートとして扱うことができ 

るため、アプリケーション開発者は、ソケット通信の知識は必要とせず、ネットワークアプリケーションを作成するこ 

とができます。 

また、弊社製品「ｅｚＴＣＰシリーズ」と組み合わせることによって、既存のＣＯＭアプリケーションをＬＡＮネット 

ワーク上に置きかえることができます。 

 
 
１．２ 特 長 

 
 １）ソケット通信プログラムの知識が不要 

 
Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰではＴＣＰ／ＩＰポートを標準ＣＯＭポートとして扱うことができるため、難解なソケット通信

の知識は必要ありません。 

 
 ２）最大２５５ポートの設定が可能 
 

最大２５５ポートを仮想ＣＯＭポートとして使用することができます。 

 
 ３）既存ＣＯＭポートアプリケーションの変更が不要 
 

ｅｚＴＣＰシリーズと組み合わせて使用すれば、ＰＣのＣＯＭポートアプリケーションからｅｚＴＣＰを透過的なＣ

ＯＭポートとして扱うことができます。 

したがって、ＲＳ２３２Ｃ等で構築されたシステムをソフトウェアの変更なしにネットワーク化することができます。 

 

 

１．３ マニュアルについて 
 

 本書では、ｅｚＴＣＰシリーズと組み合わせて使用することを前提に解説しています。 

 より詳しいＳｅｒｉａｌ／ＩＰの動作や機能については、Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ本体と同時にインストールされるマニュア 

ル「Serial-IP Documentation」（英文）をご覧ください。 

 

 

 

 



 

 
2 

Serial/IP EzTCP series   

 

２．はじめに 
 
２．１ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの動作 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰは、ネットワーク上のＴＣＰ／ＩＰポートをＣＯＭポートにリダイレクトするソフトウェアです。 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰを使用するとＴＣＰ／ＩＰシリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）を透過的なＣＯＭポートとして扱うこと 

ができます。この機能により、ＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションからはＴＣＰ／ＩＰポートを標準のＣＯＭポートと同じ 

ようにアクセスすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの動作イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

既存システム（ＲＳ２３２）での動作

ｅｚＴＣＰ ＋ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰでの動作 
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I
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ｅｚＴＣＰ
10BASE

RS232 

サーバー(T2S/ATC)

ＰＣ 
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ＰＣ 
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３．インストール 
 

３．１ 動作条件 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの動作条件は以下の通りです 

 

環 境 機 能 
パーソナルコンピュータ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／Ｍｅ／ＮＴ４．０ ＳＰ４以降／２０００／ＸＰが 

動作するＰＣ／ＡＴ互換機 

ハードディスク ４ＭＢ以上の空き容量 

その他 ・ｅｚＴＣＰに対してＴＣＰ／ＩＰネットワーク接続ができること。 

・ｅｚＴＣＰとの通信にＷｉｎＳｏｃｋソケットを使用できること。 

 

 

注意：Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰは、Ｗｉｎｄｏｗｓ標準の「マイクロソフト ＴＣＰ／ＩＰネットワーキングソフトウェア」 
   でのみテストされています。お持ちのコンピュータの同ソフトウェアが意図的に交換された場合、予期せぬ不具 
   合が発生する可能性があります。 

 
 
３．２ インストール 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰには、インストールプログラム（SerialIPxxx.exe）が用意されています。 

下記の手順に従ってインストールを実行してください。 

 

注 意 Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰのインストールを始める前に、あらかじめｅｚＴＣＰのポート番号等が適切に設定されているか 
      ご確認ください。 
 

手 順 

 

①．ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／２０００の場合、管理者権限を持ったユーザとしてログインしてください。 

②．動作中のＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションをすべて終了してください。同様に、ＣＯＭポートを使用するアプリケー 

  ション(Ｗｉｎｄｏｗｓダイヤルアップネットワーク等)がすべて終了していることもご確認ください。 

③．インストールプログラムを実行して、Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰのインストールを開始します。 

④．最初にｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔが表示されます。Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰのリリースに関する重要情報が記載されています 

  ので、必ずお読みください。 

⑤．表示されるライセンスについて、それらの条件に合意するか否かを選択してください。 
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⑥．インストールを行うフォルダを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥．インストールを行うコンポーネントを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Administrator Configuration Only 

ＯＳに管理者権限でログオンしていない場合、仮想ＣＯＭポートの設定を禁止する機能です。 

（※通常はチェックする必要はありません。） 

 

⑥．お客様のお名前、所属、発行されたシリアルナンバーを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦．続けて、ＣＯＭポートを作成します。「３．３ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートの作成」をご覧ください。 
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３．３ ＣＯＭポートの作成 

 

インストールが完了したら、続けてＳｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートを作成します。 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートは、実際のＷｉｎｄｏｗｓＣＯＭポートと同じ名前、同じ番号を使用する"仮想ＣＯＭポー 

ト"です。 

 

  （１）使用するポートの選択 

 

インストールプログラムの終了直後に、右のようなＳｅｒｉａｌ／ＩＰポート選択ダイ 

アログ（Ｓｅｌｅｃｔ Ｐｏｒｔｓ）が自動的に表示されます。ここでＳｅｒｉａｌ／ 

ＩＰが作成するＣＯＭポートを 1 つ以上選択してください。 

 

注意：Ｗｉｎｄｏｗｓによって既に使用されているポートは表示されません。 

また、特定の古いクライアントプログラムはＣＯＭ４以降のＣＯＭポートを表示しませ 

ん。もしそのようなアプリケーションを使用する場合は、ＣＯＭ１～４のＣＯＭポート 

を選択してください。 

 

＊ この設定はインストール後でも変更できます。ポート選択ダイアログを表示するには、 

 「Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ Ｍａｎａｇｅｒ」を起動し、Configure メニューの中のポート 

 の選択（Select Ports…）コマンドをクリックします。 

 

 

 

 Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートが使用されている状態でポート選択ダイアログにアクセスしようとすると、以下のよ 

 うなダイアログが表示されます：   

 

 

 

 

 

 

 

 

『少なくとも１つのＳｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートが使用中です。ポートの割り当てを変更できません。』 

 

 

ＯＫをクリックすると、ポート作成の作業は完了です。Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰがコンピュータの再起動を要求した場合は、 

指示に従ってください。 

 

 以上でインストール作業は完了です。 

 続いて、シリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）のアサインを行います。「４．チュートリアル」をご覧ください。 
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４．チュートリアル 
 
 「Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ」は、ＴＣＰ／ＩＰシリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）をＰＣの標準ＣＯＭポートと同じように扱うことができ 

  ます。 

  本章では、ｅｚＴＣＰシリーズを使用して、Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの使用手順を説明します。 

 

 
４．１ 使用手順 

 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰを使用する手順は以下のとおりです： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの動作イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 環境にあわせて、ｅｚＴＣＰを必要台数接続します。 

② それぞれのｅｚＴＣＰを設定し、ＣＯＭポート番号を割り当てます。 

③ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰを設定し、②で設定したｅｚＴＣＰのＣＯＭポートに接続します。

既存システム（ＲＳ２３２）での動作

ｅｚＴＣＰ ＋ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰでの動作 

 
RS232端末

N
I
C Serail/IP ＣＯＭアプリケーション

ｅｚＴＣＰ
10BASE

RS232 

サーバー(T2S/ATC)

ＰＣ 

RS232端末

 

C
O
M ＣＯＭアプリケーション 

RS232

ＰＣ 
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４．２ シリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）のアサイン 

 
（１）ｅｚＴＣＰの設定 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰをインストールする前に、ｅｚＴＣＰが適切にセットアップされているかご確認ください。 
 
 
 図４．２－１ ＥＺＬ－５０を使用する場合の接続例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 図４．２－２ ＥＺＬ－２００を使用する場合の接続例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ※ IP アドレスとポート番号は、ご利用になる環境に合わせて適宜変更してください。 

 

 

（２）Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの設定 

 

 

① Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰをインストールし、Port Select ダイアログ上で作成したい仮想ＣＯＭポートをチェックします。 

 （※「３．３ ＣＯＭポートの作成」を参照） 終了後、パソコンを再起動してください。 

 

② パソコンの再起動後、Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ(Serial-IP Manager)を起動します。 

すると、次のようなメイン画面が表示されます。 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰがタスクバー上のみに表示されている場合には、タスクバー上のタスクボタンを右クリックする 
と画面が表示されます。 

EZL-50

EZL-50 EVA BOARD

10BASE-TRS232C

PC PC

ハイパーターミナル Serial / IP +  

ハイパーターミナル 

HUB 

192.168.1.200

動作モード  ： Ｔ２Ｓモード（サーバー） 

シリアル通信条件 ： 通信速度 ＝ ３８４００ 

  データビット＝８ スタートビット＝１ ストップビット＝１ パリティ＝ＮＯＮＥ 

EZL-200
10BASE-TRS232C

PC PC

ハイパーターミナル 

HUB

192.168.1.200 

動作モード  ： Ｔ２Ｓモード（サーバー） 

シリアル通信条件 ： 通信速度 ＝ ３８４００ 

      データビット＝８ スタートビット＝１ ストップビット＝１ パリティ＝ＮＯＮＥ 

Serial / IP +  

ハイパーターミナル 
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     Serial/IP メイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ メイン画面上の Configuration Wizard ボタンをクリックすると、Configuration Wizard 画面が表示されますので、 

  ＣＯＭポートにアサインするｅｚＴＣＰのＩＰアドレスとポート番号を入力し、「Start」ボタンをクリックします。 

  すると Status 表示に接続状況が表示されます。 

  接続が失敗した場合には、ＩＰアドレスや、ｅｚＴＣＰの設定を再度確認してください。 

  接続が成功した場合には、「Use Settings」ボタンをクリックして、画面を閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 以上でｅｚＴＣＰがＣＯＭポートとして認識されます。上記の例ではＣＯＭ３にアサインしていますが、メイン画面 

  の Configure メニューの「Select Port」より複数のＣＯＭポートを選択して、それぞれのＣＯＭポートに任意のｅｚ 

  ＴＣＰをアサインすることができます。（最大２５５ポート） 

  また、同じく Configure メニューの「Run on Windows Strat」をチェックしておけば、Windows 起動時に自動的にｅｚ 

  ＴＣＰに接続されます。 

接続が成功した場合 

接続が失敗した場合 
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 （３）通信の確認 

 

① ハイパーターミナルで通信の確認をします。 

  各々のパソコン上で Windows 付属のハイパーターミナルを起動し、通信条件を設定します。 

  なお、Windows 付属のハイパーターミナルではＣＯＭ１～ＣＯＭ４までしか選択できませんので、ＣＯＭ５以降をテス 

  トする場合には、フリーのターミナルソフトなどをご利用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ ターミナル画面が表示されたら、適当な文字列を入力してください。 

  相手側の画面に送信文字列が表示されればＯＫです。 

 

④ お客様の使用されるＣＯＭポートアプリケーションで動作を確認してください。 

  使用するアプリケーションによっては動作しない場合もありますので注意してください。 

 

 
 ＜使用できないアプリケーション＞ 

 

・シリアルポート側のボーレートが動的に変更されるアプリケーション 

・ＲＴＳ・ＣＴＳの制御線を本来の目的とは異なり、データ線等に利用するアプリケーション 

・送受信データのバッファリングが許容されないアプリケーション 

・その他 仮想ＣＯＭポートを正しく認識することができないアプリケーション 

 

 

これで、シリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）がＳｅｒｉａｌ／ＩＰのＣＯＭポートとして使用できることが確認できました。 
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５．各画面の説明 
 
 
５．１ マネージャウィンドウ 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰのメインウィンドウです。 

ウィンドウ左側には、インストール時に作成したＳｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートがリスト表示されています。任意のＣＯＭ

ポートを選択すると、右側にそのポートの設定が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＣＯＭポートセレクト 

 

     設定の表示／変更を行う仮想ＣＯＭポートを選択します。 

ここで選択されたＣＯＭポートの設定が右側の項目に反映されます。 

 

② サーバアドレスとポート番号（IP Address of Server / Port Number） 
 

  ここには、シリアルサーバデバイス（ｅｚＴＣＰ）のＩＰアドレス(あるいはホスト名)とポート番号が表示されます。 

  この値は「設定ウィザード（Configuration Wizard）」によって設定されます。 

 

③ 設定ウィザード（Configuration Wizard） 

 

  Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰは、仮想ＣＯＭポートのための推奨設定を自動検出することができます。この機能については 

  「５．２ 設定ウィザード」を参照してください。 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑨ 
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④ ユーザ名／パスワード（Username / Password） ※ｅｚＴＣＰでは使用しません。 

 

  ユーザー認証時を要求される場合に使用するユーザ名とパスワード欄です。 

  ユーザー認証を要求されない場合は空欄にしておきます。 

 

⑤ 接続プロトコル（Connection Protocol） 

 

  シリアルサーバー（ｅｚＴＣＰ）との接続プロトコルを選択します： 

 

項 目 説 明 

Telnet Ｔｅｌｎｅｔプロトコルを使用する場合に選択します。 

Telnet With CR-Padding ＴｅｌｎｅｔプロトコルでＣＲの後に NULL(0x00)が要求される場合に選択してく

ださい。 

Raw TCP Connection ＴＣＰレベルだけで通信をおこなう場合に使用します．ｅｚＴＣＰと併用する場合

には、基本的にこのプロトコルでチェックします。 

 

⑥ ＣＯＭポートのオプション（COM Port Options） 

 

  Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートの調整オプションです。 

 
項 目 説 明 

ＤＴＲ 

(DTR is Modem Escape) 

Serial/IP にＤＴＲ転送をシミュレートさせます。リモートデバイスがモデムの場合のみ

有効になります。 

ＤＳＲ 

(DSR always high) 

Serial/IP に DSR-always-on（ＤＳＲを常に有効）信号の動作をエミュレートさせます。こ

の設定が有効な場合、モデムプールへの TCP/IP 接続が確立される場合はＤＳＲ信号を上

げ、TCP/IP 接続が終了する場合はＤＳＲ信号を落とします。 

ＤＣＤ 

(DCD always high) 

Serial/IP に DCD-always-on（ＤＣＤを常に有効）信号の動作をエミュレートさせます。こ

の設定が有効な場合、モデムプールへの TCP/IP 接続が確立される場合はＤＣＤ信号を上

げ、TCP/IP 接続が終了する場合はＤＣＤ信号を落とします。 

失敗した接続の回復 

(Restore Failed 

 Connections) 

何らかの原因で TCP 接続が失敗しても、Serial/IP に再接続を自動実行させます。このオ

プションを有効にすると、１回目の再接続は直ちに実行され、以降、接続が回復するか COM

ポートが閉じられるまで、１５秒間隔でリトライします。 

（通常、Serial/IP がリモートサーバへの TCP 接続を閉じるのは、COM ポートがアプリケー

ションによって閉じられる時のみです。） 

 

⑦ ＣＯＭポート選択（Selrct Ports） 

 

  ポート選択ダイアログを表示します。この機能については「５．３ ポート選択」を参照してください。 

 

③ ポートモニター（Port Monitor） 

 

  ポートの状態を監視できるポートモニターを起動します。この機能については 

「５．４ ポートモニター」を参照してください。 

 

③ ユーザー登録（Registration） 

 

  Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰにシリアル番号の登録を行います。すでに登録済みの場合は必要ありません。 
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５．２ コンフィグレーションウィザード 

 

コンフィグレーションウィザード（Configuration Wizard）を使用すると、仮想ＣＯＭポートの設定がウィザード形式で簡単 

に行うことができます。マネージャウィンドウの Configuration Wizard ボタンをクリックすると表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

項 目 説 明 

ＩＰアドレス／ポート番号 

(IP Address / Port Number) 

ターゲットのＩＰアドレスとポート番号です。あらかじめシリアルサーバ（ｅｚＴ

ＣＰ）に設定してあるＩＰアドレスとポート番号を入力します。 
ユーザー名／パスワード 

(Username / Password) 

ユーザー認証を要求される場合に使用するユーザ名とパスワードです。 
ユーザー認証を要求されない場合は空欄にしておきます。 

サーバに接続されたモデムの存在を確認 

(Test forpresence…) 

サーバーにモデムが接続されている場合、その存在を確認するテストをおこないま

す。 
ステータス 

(Status) 

ターゲットであるｅｚＴＣＰの要約を表示します。緑色のチェックマークはその作

業が正常に完了したことを示し、赤色の×はエラーであることを示します。 
ログ 

(Log) 

シリアルサーバとのセッション（やり取り）を表示します。 

スタート 

[Start] 

入力されたＩＰアドレスやポート番号を使用して、シリアルサーバへの接続を開始

します。 
ストップ 

[Stop] 

シリアルサーバへの接続を中断します。 

この設定を使用 

[Use Settings] 

入力されたＩＰアドレスやポート番号等の設定内容をＣＯＭポートに適用します。

シリアルサーバへの接続が成功した場合、このボタンで設定ウィザードでの設定が

有効になります。 
コピー 

[Copy] 

シリアルサーバとのセッション（通信記録）をクリップボードにコピーします。 

キャンセル 

[Cancel] 

設定ウィザード（Configuration Wizard）を中止します。 

■次の操作により、ウィザードによって報告された状態の説明（英語）を表示することができます： 

・ステータスまたはログパネル中の任意の行にマウスカーソルを移動し、F1 キーを押します。 

・ウィンドウ右上の「？」ボタンをクリックした後、ステータスまたはログパネル中の任意の行をクリックします。 
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５．３ ポート選択 

 

仮想ＣＯＭポートを作成できます。 

マネージャウィンドウの Configure メニュー→「Select Ports…」をクリックすると表示されます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 説 明 

ＣＯＭポートリスト部分 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰが使用できるＣＯＭポート（最大２５５）をリスト表示します。チェ

ックしたポートが仮想ＣＯＭポートとして使用されます。 
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５．４ ポートモニター 

 
ポートモニターではポートの状態表示(Port Activity)及び通信内容監視(Trace Window)を行うことができます。 
ます。Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰシステムトレイアイコンを右クリックすると表示されるメニューから、またはマネージャウィンド 
ウから「Port Monitor」を選択することで利用できます。 

 
 
   ・ポート状態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ポートステータスインジケータ（TD RD TR DR CD） 

 

     リスト部分の各「ＣＯＭｘ」ラベルの左側は、インジケータが表示されます。アプリケーションがＳｅｒ 

  ｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートを開いた場合は以下の表示がされます： 

 

ＴＤ デバイスにデータを送信するとき点灯します。 

ＲＤ デバイスからデータを受信するとき点灯します。 

ＴＲ (ＤＴＲ) デバイスへの信号です。ＰＣがオンラインで、かつ通信準備ができているとき点灯します。

一般的に、デバイスに接続を閉じるよう合図するために使われます。 

ＤＲ (ＤＳＲ) ＰＣへの信号です。デバイスがオンラインで、かつ通信準備ができているとき点灯します。

ＣＤ (ＤＣＤ) デバイスからＰＣへの信号です。別のデバイスとの接続に成功すると点灯します。 

 

② ステータス（Status） 

 

     各ポートの接続状態を表示します。 

 

Connected ターゲットにネットワーク接続が成功した状態を表します。 

Offline ターゲットに接続できていない状態を表します。 

 
② ＩＰアドレス（IP Address） 

 

     接続したターゲットのＩＰアドレスを表示します。 
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   ・トレースウィンドウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

項 目 説 明 

クリア（Clear） トレースウィンドウの表示内容を消去します。 

トレース開始(Enable Trace) トレースを開始します。 

１６進表示（Hex Display） 表示される通信内容を１６進表記で表示します。 

自動スクロール（Auto Scroll） 常に最新の行を表示するようにします。 

優先表示(Always On Top) Windows での表示を常に最上位に表示するようにします。 

 
■イベントの種類 

項 目 説 明 

≫ ＊ 送信イベントです。アプリケーションソフトがＣＯＭポートにデータを送信したことを示し

ます。行の残りは、送信されたデータを示します 

≪ ＊ 受信イベントです。アプリケーションソフトがＣＯＭポートからデータを受信したことを示

します。行の残りは、受信したデータを示します。 

| ＊ コントロールイベント（非データイベント）です。このイベントは、セッションパラメータ

(TELNET、pcAnywhere 互換ほか)の設定、ポートの開閉、シリアルサーバへの接続、モデムコ

ントロールまたはステータスライン(ＤＴＲ、ＤＳＲ、ＤＣＤほか)の設定、およびボーレー

トの設定とフレームパラメータを含みます。 

※ トレースディスプレイの更新は毎秒一回です。またトレースデータのためにメモリを余分に必要としますので、 
 トラブルシュート等、特別の状況を除いてトレースを有効にしないでください。 
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６．テクニカルノート 

 
６．１ ＦＡＱ 

 

Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートのインストールおよび使用についての質問と回答です。 

 

 Ｑ１：文章中にシリアルサーバという表現が多数記載されていますが、これはどういう意味でしょうか。 

 Ａ１：Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの開発元である Tactical Software 社は、ｅｚＴＣＰのようなシリアル／イーサネットプロト 

   コル変換器の各ベンダにソフトウェアを提供しています。 

   Tactical Software 社では、それらのシリアル／イーサネットプロトコル変換器を総称してシリアルサーバ－と呼 

   んでいます。 

 

Ｑ２：Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの自動起動を無効にしたいのですが？ 

Ａ２：できません。 

   Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ Ｖｅｒ３．０から自動起動を無効化することは不可能になりました。 

 

Ｑ３：ＤＨＣＰ等の動的ＩＰを使用するシステムでは利用可能ですか。？ 

Ａ３：Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰはあらかじめ、シリアルサーバ（ｅｚＴＣＰ）のＩＰアドレスを設定しておく必要があります。 

   ＤＨＣＰ等を使用して、シリアルサーバに動的にＩＰアドレスを割り当てるネットワーク構成の場合、その都度 

   ＩＰアドレスが変わるため、Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰの設定も変更する必要があります。 

   したがって、そのようなネットワーク構成の場合、あまり実用的ではないと言えます。 

 

Ｑ４：ｅｚＴＣＰをクライアントモードにしてＳｅｒｉａｌ／ＩＰで接続可能ですか？ 

Ａ４：できません。 

   Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰは、クライアントソフトウェアであるため。ｅｚＴＣＰはサーバーモードで動作させる必要が 

   あります。  

 

 Ｑ５．１台のｅｚＴＣＰに複数のＣＯＭポートを割り付け可能ですか。？ または、複数のパソコンから接続が可能で 

   すか。？ 

 Ａ５．可能です。しかし、ｅｚＴＣＰは同時接続数を１つしか許容していないため、複数から同時アクセスはできません。 

    したがって、あるＰＣから仮想ＣＯＭポートがオープンされている場合には、他のＰＣからはアクセスすることは 

    できません。シリアルポートデバイスを共有したい場合などに有効です。 

 

 Ｑ６．スタートメニューのプログラムから「Serial-ip Maneger」を起動したのですが、タスクバー上に表示されるだけで、 

   画面が表示されません。また、タスクバー上のタスクボタンをクリックしても消えてしまいます。 

 Ａ６．「Serial-ip Maneger」を起動して、画面が表示されない場合にはタスクバー上のタスクボタンを右クリックするこ 

   とにより表示されます。 

 

Ｑ７．ｅｚＴＣＰに設定したボーレートとアプリケーションで設定したボーレートが異なっていても通信ができてしまい 

   ましたが、どういうことでしょうか？ 

 Ａ７．ｅｚＴＣＰに設定されたボーレートは、接続されたシリアルポートデバイスへのアクセス速度です。 

    Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰで作成されたＣＯＭポートは、通信速度に関係なくエミュレーションするため、ＬＡＮに変換 

   変換された時点で速度差は吸収され、結果的に通信速度が異なっていても通信ができてしまいます。 

    ただし、フロー制御を行わない場合にはデータの取りこぼしが発生する場合等も考えられるため。できるだけ同じ 

    通信速度で使用することをお勧めします。 
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７．アンインストール 
 
７．１ アンインストール 

 

ＰＣからすべてのＳｅｒｉａｌ／ＩＰファイル、およびＳｅｒｉａｌ／ＩＰ仮想ＣＯＭポートを削除します。 

手順は以下のとおりです。 

 

① コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」を実行します。 

 

② 一覧からＳｅｒｉａｌ／ＩＰを選択し、「追加と削除」をクリックします。 

 

③ 「Ｎｅｘｔ」をクリックして、アンインストールします。 

 

④ 指示に従って、ＰＣを再起動してください。 

 

⑤ Ｓｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートの削除を確認します： 

 

  ・コントロールパネルから「システム」を実行します。 

  ・デバイスマネージャ・タブを選択します。 

  ・ＣＯＭポートをすべて見るために「Ports (COM & LPT)」を開きます。 

  ・すべてのＳｅｒｉａｌ／ＩＰ ＣＯＭポートがリストから削除されたか確認します。 
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８．製品サポートと使用上の注意 
 

８．１ 製品サポートのご案内 
 

（１）バージョンアップについて 

 

 Serial/IP のマイナーバージョンアップリリースは TacticalSoftware 社のホームページより提供されます。 

 

Tactical Software 社ホームページアドレス   http://www.tactical-sw.com 
 

 こちらのホームページより、「DOWMLOAD」ページに移動し、UPDATE の案内にしたがって最新版を入手してください。 

 最新版を入手するにあたっては、お客様に発行された SerialNumber が必要となります。 

 

 

（２）弊社ホームページのご利用について 

 

弊社製品へのよくあるご質問及びご要望については、弊社ホームページ上のＦＡＱに掲載しております。 

掲載内容は随時更新されておりますので、是非ご利用ください。 

 

弊社ホームページアドレス   http://www.apnet.co.jp 
 

 

（３）製品サポートの方法 

 

製品サポートについては、FAX もしくは E-MAIL でのみ受け付けております。 

お電話でのお問い合わせは受け付けておりませんのでのでご了承ください。 

お問い合わせの際には、製品名、使用環境、使用方法、トラブル内容など詳細に記載してください。 

なお、Serial/IP に関する技術的質問や不具合等につきましては、弊社経由にて TacticalSoftware 社へ問い合わせる 

形となりますので、お時間がかかる場合があります。お急ぎのお客様は TacticalSoftware 社へ直接お問い合わせいた 

だけますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）製品サポートの範囲 

 

以下の内容に該当するお問い合わせにつきましては、サポートの対象とはなりませんので、あらかじめご了承ください。 

 

■本製品を利用したアプリケーションプログラムの作成方法とそれらに関連するご質問 
■本製品のソフトウェア技術に関するご質問 
■本製品を利用したネットワークの構築のご提案や外部機器との接続可否の確認については有償にて承ります。 

 

 

■ＦＡＸによるご連絡      ０５３－４６４－３７３７ 

■Ｅ－ＭＡＩＬによるご連絡  query@apnet.co.jp 

製品サポート窓口 
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８．２ 使用上の注意 
 

■本製品を仕様範囲を越える条件において使用された場合、動作は保証しませんのでご了承願います。 

■本製品のリバースエンジニアリングは堅くお断りします。 

■宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置など人命、事故に関わる特別な品質、信頼性が要求される用途でのご

使用はご遠慮ください。 
■万が一、本製品を使用して事故または損失が発生した場合、弊社では一切の責を負いませんのでご了承ください。 
 

 


